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  PPC （glycine－alanine－glutamic acid capsule） was administered to 24 cases of prostatic hyper－

trophy， 4 cases of those with prostatic calculus， 3 cases of prostatic carcinoma and 2 cases of

other urinary symptoms． Subjective symptoms were relieved in 22 cases （66．7％） but satisfac－

tory i mprovement was not observed on rectal palpation or X－ray examination except for some

decrgase of residual urine and organis皿in urine．

  Ternporary stomach ache was observed only in on e case of prostatic carcinoma after taking

PPC．

緒 言

 非可逆性の器質的変化を伴った前立腺肥大症

に対する治療法は，われわれ泌尿器科医として

はあくまで観血的療法を選択すべきで，現状に

おいては術中・術後の止血管理が抗plasmin療

法の発達とともに比較的容易に，かつ自信をも

って行ないうるので，かかる疾患に対しては当

教室ではopen surgeryおよびtransurethral

resectionを原則としている．

 しかし，種々の制約により観血的治療法が施

行でき’ない場合もあることは事実で，このよう

な場合には保存的療法の選択もやむを得ない．

従来，保存的療法としてはホルモン剤の投与が

おもに試みられてきたが，やっかいな副作用が

随伴することを多々経験し，その治療効果もあ

まり期待できなかった．

＊助教授
＊＊研究生

 最近，このホルモン療法に代わり，消炎・抗

浮腫作用を有する薬物療法が試みられている．

しかし，いずれも自覚症状の改善のみで，尿の

通過障害の除去，腎機能の回復などの本質的な

問題は解決されていないことは明記すべきであ

る．

 1958年，H， M， Feinblatt＆J． C． Gantはア

ミノ酸剤（PPC）が前立腺疾患の排尿障害を改

善すると報告しているが，われわれは今回，日

研化学株式会社の好意により，PPCの提供を

うけ，かかる疾患に対する追試の機会を得たの

でここに報告する．

対象および投与方法

 1．対象症例

 症例は名古屋市立大学医学部附属病院泌尿器科へ入

院あるいは外来通院中の患者33名を対象とした．疾愚

名としては前立腺肥大症28例（このうち3例に前立腺

結石を，1例に膀胱結石を合併している），前立腺癌

3例，前立腺結石および前立腺炎1例，前立腺摘出後
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の排尿困難1例，計33例である．

 2．治療方法

 投与方法としてはPPCカプセル，、1日8または12

ヵ．プセル，分4内服とした．投与期間は最：短21日，最

長245日となっている．なお条件を一定にするため，

いずれの症例においても他剤の併用は原則として行な

わなかった．また治療の最終方針は前立腺摘除術を行

なうことにしているため，このseries中は手術まで

の期間，本剤投与を施行し臨床治験に供した．

 3．効果判定基準

 PPC投与による効果の判定は自・他覚的症状とも

にgood， moderate， nDneに分け， goodは症状の全

く消失したもの，moderateは多少なりとも症状の軽

快したもの，症状の変化が全くみられないか，または

悪化した例をnoneと判定した．また総合判定基準と

してTable 1に示すごとき他覚的症状6項目すべて

の改善と自覚症状の全く消失したものをgood，他覚的

所見中X線所見以外の改善と自覚症状中いずれかの項

目に改善をみたもの，および自覚症状中2項目以上の

改善をみたものをmoderate，自覚症状中1項目のみ

の改善をみたものをscarce，自・他覚的に何らの改善

を示さなかったものをnoneとした．

PPCの効果
 前立腺疾患33例についておもな自覚症状および他覚

症状をあげるとTable 1のごとくで，遷延性排尿や

再延性排尿などの排尿困難が最も多く28例にみられ

た．ついで夜間頻尿を訴えるものが多く23例であっ

た。残尿感は10例，排尿痛は5例をみている．

 他覚症状として残尿量をPPC投与前後で測定した

症例は10例である．尿に感染を認めたものは7例であ

った．前立腺の直腸診は本剤投与前後で測定した症例
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’は31例，尿道・膀胱X線像は投与前後を比較したもの

が22例である．

 排尿困難を訴えた28例中goodと判定されたものは

1例もなく，moderate 16例（57．1％），のこりの12例

（42．9％）は全く症状の改善がみられなかった．夜間

頻尿を訴えた23例中12例（52．2％）はPPCの投与に

より症状の軽減がみられた．11例においては頻尿の程

度に変化はみられずnoneと判定した．残尿感に関し

ては10例中5例（50．0％）がmoderateであったが全

例とも一定期間留置キヤシーターをおいたためPPC

の効果とはにわかに断定しがたい．

 つぎに他覚症状として残尿量を測定した10例では本

剤投与により半数に多少の残尿量：減少がみられたが，

そのうち最も効果のあったのは1例のみで，残尿量

100m1が1．0 m1にまで減少した．感染を合併した7

例中4例では尿混濁および白血球数の減少が認めら

れ，3例では細菌数が減少した．直腸診によって腫大

した前立腺に対するPPCの効果は認められなかっ

た．22例に施行したPPC投与前後の尿道撮影像およ

び気体膀胱撮影像によっても投与前後におけ’る著明な

変化は全く認められなかった．

効果発現までの時期

 上記のような自覚症状および他覚症状に対してPPC

投与による効果の発現するまでの投与日数は次のとお

りである．

 排尿困難を訴えた28例中moderate 16例では投与後

28日目に効果が認められた症例が最も多く7例であっ

た．次いで21目の4例，14日および49日目の2例，7

日巨の1例となっている．none 12例の観察期間は14

～63日間である．

 夜間頻尿に対してmoderateと判定した／2例中，そ

Table 1 Therapeutic effect

1No． of cases

I

good moderate none

Subjective symptoms

Dysuria 28 O 16 12

Nycturia 23、 0 12 n
Sensation of residual urine 10 0 5 5

Pain on urination 5 0 3 2

Oblective signs

Residual urine 玉0 0 3 7

WBC in urine 7 0 4 3

Organism in urine 7 0 3 4

Pa工pation of prostate 31 O 0 0

Urethrogram 22 0 0 O

Pneumocystogram 22 0 O ○



452 杉浦・島谷：前立腺疾患に対するPPCの治験

Table 2 Results obtained in patients treated with PPC

No． of cases

33

Therapeutic effect

good moderate scarce none

  o
（o ％）

 12
（36．420（）

 10
（30．3％）

 II
（33．3％）

Side effect ．

  1
（ 3．3％）

の大多数を占める10例は投与後3週間以内に効果を認

めている．

 残尿量の減少が認められたのは投与後1ヵ月以内で

あった．none 7例の観察期間は2カ月間であった．

 感染例において尿の混濁，尿中白血球および細菌の

減少を認めたのはいずれも本剤投与28～49日後であっ

た．

総 合 判 定

 Table 2に示すごとく前立腺疾患33例にPPCを投

与し，自覚的ならびに他覚的に全く改善されたもの，

すなわちgoodは1例もなかった．

 他覚的所見中X線以外の症状の改善と自覚症状中い

ずれかに改善のみられたもの，または自覚症状中2っ

以上に改善をみたmoderateは12例（36．4％），自覚

郷中ひとつ㊧みの改善をみたrca「ce l蜘例（30β

％），自t・他覚的に何らの改善を示さなかった無効例

が！1例（33．3％），副作用を示したものは33壷中1例

（3．3％）で，副作用として胃障害を訴えたが投薬を中』

止するまでには至らなかった．

 すなわち総合判定でmoderateおよびscarceの例

を合わせると22例166．7％の有効率を示した．

考 按

 現在，前立腺肥大症の発生病理については，

ホルモン失調説，代謝障害説などの仮説にみる

ごとくまだその真因は解明されていない．

 1958年，Feinblatt＆Gant2）はし一グルタミ

ン酸，レアラニン酸およびアミノ酢酸の3者

を含むPPCをアレルギー患者に用いたとこ

ろ，たまたま尿道症状の改善を経験したことよ

り，前立腺肥大症患老を対象として本剤の治療

効果について検討した．その結果，自・他覚的

症状のぎわめて高い改善率を有することを報告

した．すなわち，前立腺肥大縮小率92％，夜間

頻尿改善率95％，排尿困難改善率70％と述べ，

その効果はアミノ酸剤による前立腺周囲組織の

うっ血および浮腫の除去によるものと推論して

いる．またDamrau（1962）1）は前立腺肥大症

45例をFeinblatt＆Gant（1958）2）と同一条

件で追試し，前立腺縮小頻度11％，種々の自覚

症状改善率は43％以上で，副作用は何ら認めら

れないと報告している．．

 本邦においては，志賀ら（1968）4）・が前立腺肥

大症36例に本剤を投与し，前立腺縮小率33％，

自覚症状改善率50％，総合有効率78％であった

と述べ，また山内ら（1968）5｝は前立腺疾患16例

にPPC投与を施行し，著効7例，有効7例，

無効2例，総合有効率87．5％とき・わめて良い成

績をあげている．また伊藤ら（1968）3｝ほ65％に

自覚症状の改善を認めているが，前立腺そのも

のの縮小は認められず，本剤投与前後の組織学

的検査により，有効例では筋線維が粗であるの

に対し無効例では筋線維が密であったことか

ら，本剤の抗浮腫作用が前立腺疾患の治療に対

しておもな因子となることを指摘している．

 われわれの治験は，PPC投与ユ4日以上の症．

例を選んで本剤の臨床効果をみたわけで，他覚

症状は尿所見と残尿量との改善を認めたが，X

線学的には著明な改善は認められなかった．し

かし自覚症状についていえばTable 1に示す

ごとく比較的多くの症例に改善を認めた．他覚

症状の改善がほとんど得られないことや本剤の

薬理作用から考慮しても高度のdisturbanceを

伴うものは当然手術療法によるべきである．た

だし，手術不能の症例や術前における症状軽減

の目的で保存的に本剤を使用することには異論

はない．

結 語

 われわれは手術療法を原則とした前立腺肥大

患者33例に対してPPCを投与し，22例66．7％

に自覚症状の改善をみたが，全く症状の消失し

た例はなかった．また他覚症状として感染尿の
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改善と残尿量の減少はある程度期待できるが，

前立腺の触診所見やX線撮影像では著明な改善

像を認めることができ’なかった．
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